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論文内容要旨
緒言:シェーグレ
自己免疫疾患で,病
潤,リンパ球と導管
る。本観究では,
露唇腺を用い,小葉
 検索した。
韓料及び方法:東北
リンパ上皮島の形
(女性,焉～56歳1平
パラフィン・ブロ
の濡性状態を検索
する上皮細胞を中
性状態を検索した
 CD3及びL26抗体を用い,観察した。
結果二!.リンパ上
島):ごく軽度・局
性,第3群(3側,
状・全周性の4群
(エ.8G～!.95)は
な差はみられなか
が進むにつれて3腰
①上皮総胞の集簇
球が混在し,さら
は,Tリンパ球,8リンパ球,形質細胞の割合が異なった。
考察:i、未治療の
2.リンパ上皮島の
と,上皮総胞の集簇
上皮細胞の平均A
一様になることか
態と炎症性纈胞の種類と割合とには関連があると思われた
 無
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審査結果要旨
歯科医学の領域に,
SSは,標的臓器であ
限乾燥・自腔内乾燥
見と類似しているこ
SSの組織学的確定診
学的,免疫組織学的
 萌したものである。
本論文では,膠原病
をさけ,東北大学歯
索には,生検パラフ
知るためにAgN()R
 学的処理を行っている。
本論文によると,リ
10症例を選び,HE染
4群に分けた。リンパ
島の周闇に浸潤し
て観察している。
活性能は,①全ての
始まる.と上昇し,③
リンパ球の浸潤は
に伴い8リンパ球が
は,①pSS群間の差
ンパ上皮島は導管上
 重要な組織学的所見であると考察している。
以上本論文は,ヒト
症例を選択すること
程を,導管上皮細胞
SSの病変の時期・進
 に寄与するところが大き
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